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 開館 40周年おめでとうございます。私のヌエックとの出会いは、ジェンダースタディを

深めた先にある聖地のような場所でした。 

 広島から岡山に転居した私は、平和学習をしなければ、と思い、広島女性大学にアクセ

スしました。けれどもそこは女性問題の学習の場、目からうろこの講師の言葉に出会いま

した。 

「女性問題が解決すれば、全世界の半分をしめる女性が救われる」 

 その後は時代が私のために進んでくれました。俄然やる気になった私が卒業の時に言わ

れた言葉は、「来年は岡山で日本女性会議があるから参加してみたら」。何かわからないま

ま参加した私は著名な先生方とおしゃべりし、備前市の方の目にとまりました。「男女共同

参画推進レディになりませんか？」日本女性会議の楽しさを引きずったまま OKの返事をし、

今に至るまで備前市の推進をしています。 

 また、日本女性会議でであったグループより、「ヌエックが基本法の草案に取り組んでい

る」と聞き、「国立女性会館」というものがあるんだ！！と目指すところとなりました。折

も折、岡山県の男女共同参画アドバイザー養成講座で出会った仲間と「小学生のジェンダ

ー意識調査」に取り組み、それを夏のヌエックで発表するというではありませんか。すぐ

についていきました。そのときの感激は今でも忘れません。一人ひとりが認め合い、困っ

ていたら手が差し伸べられる、ロールモデルとシスターフッドの見本市のようでした。「ヌ

エックに行ったら元気になれる」「安心して素のままの自分でいられる」という言葉が飛び

交い、「そうだよな～」とほっこり納得したものです。 

 今、岡山県男女共同参画推進センターの職員をさせていただき、ヌエックの研修に毎年

参加し、オーガナイザーの修了証もいただきました。これをいかして、岡山県のセンター

がヌエックのように「女性が安心できる場所、元気になれる場所」になるよう、取り組ん

でいきたいと思います。 


